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ALMA計画では、全周波数帯で両偏波同時観測が求められている。特にミリ波領域では、OMT (Ortho-Mode
Transducer) と呼ばれる導波管型偏波計による観測が基本的なスペックとなっている。OMT は、従来のワイヤグ
リッド等を用いた準光学方式の偏波計に比べて非常に小さくできることに加えて、ホーンを一つしか使わないた

め、ビームスクイントと呼ばれる両偏波間の指向性誤差がゼロになるなどの利点がある。

仕様は、右の通りである。 １）リターンロス 20 dB
２）挿入損失 0.4 dB
３）アイソレーション 30 dB
４）周波数比帯域 (Δf / f) 30 ％

OMT はホーンから変換された正方形導波管モードから、高次モード （TE11, TM11） 等の発生をおさえて、TE10,
TE01波を二つの導波管に分配する構造となっている。広帯域で挿入損失が小さいと共に反射を少なくし、しかも

両偏波の干渉をできる限り小さくして取り出す事が OMT の設計の基本である。
OMTは構造上から３つ（クラス I、 II、 III）に分けられる。この分類は対称性の違いによるものである。

１．クラス I
この方法は最も簡単でしかも作りやすい方法である。主導波管及び垂直に分岐した導波管よりなり、２つの偏

波モードに対応している。これを実現するために導波管回路としては、アイリス（誘導性窓）を用い、リターン

ロスを大きくするためセプタム等を用いる。この方法は非対称性要素を含んでおり、主導波管の方に高次モード

にリークが残りアイソレーションを悪くしている。アイリス等により周波数帯域も制限をうける。

２．クラス II
この部類は主導波管に対して直角に２つの対称の導波管に分岐する方法である。この方法では分岐の方法とし

てE面又はH面分岐する方法がある。どちらも対称性の観点から、高次モードを消去でき、広い領域でよいアイソ
レーションが確保される。NRAO等で主に開発が進んでいる。

３．クラス III
この方法は２つの偏波共に全く対称に分岐するというものである。分岐させるものとして、ターンスタイル型

のジャンクションが用いられ、各偏波共にH面又はE面に分岐する方法がある。両方共に対称性がよいために高次
モードを遮断できるが、製作方法が I、 II より複雑となる。

クラス I では周波数帯域が確保できないため、我々はクラス II、 III を追求した。クラス II については、OMT
について CSIRO (オーストラリア） に製作を依頼した。CSIRO はリッジ型導波管を用いて広い周波数で整合を
とる方法を採用している。100 GHz 帯については、仕様を満足するものであった。クラス III については三菱特
機グループが現在開発を進めている。これはターンスタイルジャクションに加えてH面分岐の方法を採用してい
る。バンド４帯域 (125-163 GHz) で製作が進んでいる。

我々としてはクラス II、クラス III での製作が可能という結論を得た。
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